
科学技術理解増進事業の年度展開

平成８年度
（１０月開始）

【1：手法・素材の開発と普及】

　①展示物開発（ｱｲﾃﾞｨｱｺﾝﾃｽﾄ）

　②コンテンツ開発
　　　　バーチャル科学館

　  　　科学番組（サイエンス・チャンネル）
13年度より配信は国立ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ記念青少年総合ｾﾝﾀｰからの受託事業に変更

　③虫型ロボット競技会

  ④ＩＴ科学技術学習支援事業 （補正）

【２：理解増進活動の支援】

　①科学館マルチメディア整備モデル事業 （補正） 科学館等活動支援事業に発展的に移行

  ②科学館等活動支援事業

  ③草の根活動支援

　④ロボット創造国際競技大会への支援 終了

　⑤サイエンス・レンジャー事業

【３：理解増進活動の基盤整備】

　①サイエンス・レンジャー研修

　②科学館職員研修

　③人材交流・国際交流 　 　 　 　
①APEC科学技術理解増進活動シンポジウム ②日米科学技術理解増進専門家会合
 ③国際科学技術ジャーナリスト会議

　
【４：ＪＳＴ主催の体験機会の提供】

　①ＪＳＴ科学技術講話

　②サイエンス・ワンダー・ワールド

　③サイエンスキャンプ 13年度より子どもゆめ基金（ｵﾘｾﾝ）へ移管

【５：日本科学未来館】

13年度より子どもゆめ基金（ｵﾘｾﾝ）へ移管
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